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青森県教育委員会 は、県営農林漁業用揮発油税

財源身替農道整備事業 （轡地区）に伴 い、建設予

定地内に所在する弘前市轡（２）遺跡の記録保存を図

るため、平成 ７年度に発掘調査を実施 しま した。

今回の調査によ り、主に縄文時代の遺物が発見

されま した。

本報告書は、 この発掘調査の成果をまとめたも

のであ り、いささかで も今後の文化財の保護及び

活用に資するところがあれば幸いに存 じます。

最後にな りましたが、調査の実施 と報告書の作

成にあた り関係各位か ら御協力、御指導を賜 りま

したことに対 して、心か ら感謝の意を表 します。

平成９年 ３月

青森県教育委員会

教育長 松 森 永 祐





例 言

１ 本報告書は、平成 ７年度に発掘調査を実施 した弘前市に所在する轡（２）遺跡の調査報告書である。

２ 本遺跡は、平成 ４年 ３月に青森県教育委員会が編集発行 した 『青森県遺跡地図』に遺跡番号

０２１８８として登録されている。

３ 執筆者の氏名は、依頼原稿については文頭に記載 し、その他は文末に記 してある。

４ 資料の分析、鑑定については、下記の方に依頼 した （敬称略）。

遺跡周辺の地形 と地質 青森県立板柳高等学校教諭 山口 義伸

石器の石質鑑定 青森県立板柳高等学校教諭 山口 義伸

５ 本書に掲載 した地形図 （遺跡の位置、周辺の遺跡）は、建設省国土地理院発行の ２万 ５千分の １

及び ５万分の １の地形図を複写 したものである。

６ 挿図の縮尺は、図ごとにスケールを付 した。なお、遺物写真の縮尺は、不統一である。

７ 基本層序 ・遺物の文 ・図中での表現は、原則として次の様式 ・基準によった。

（１） 基本層序の堆積土の注記は、『新版標準土色帖』（小山正忠、竹原秀雄 １９９３）を用いた。

（２） 図中で使用 したスクリーン ・トーンの表示については各図中に示 した。

８ 文中に引用 した文献については、著者名 ・編集機関と西暦年で示 した。

９ 発掘調査における出土遺物 ・実測図 ・写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管 し

ている。

１０ 発掘調査及び本報告書の作成にあたり、次の方々から御教示、御指導をいただいた （順不同、敬

称略）。

岡田 郁雄、北林 八洲晴、新岡 巌、鈴木 徹、遠藤 正夫
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第 １章 発掘調査の概要

第 １章 発掘調査の概要

１ 調査要項

（１） 調査 目的

県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 （轡地区）の実施に先立ち、当該地区に所在する

弘前市轡（２）遺跡の発掘調査を行い、その記録保存を図 り、地域社会の文化財活用に資する。

（２）発掘調査期間 平成 ７年１０月１１日か ら同年１０月２４日まで

くつわ

（３） 遺跡名及び所在地 轡（２）遺跡 （県遺跡番号 ０２１８８）

青森県弘前市大字十面沢字轡４７―２、外

（４） 発掘調査面積 １，０００平方メー トル

（５） 調 査 委 託 者 青森県農林部

（６） 調 査 受 託 者 青森県教育委員会

（７） 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター

（８） 調査協力機関 弘前市教育委員会、中南教育事務所

（９） 調 査 参 加 者

調査指導員 村 越 潔 青森大学教授 （考古学）

調査協力員 佐 藤 圭一郎 弘前市教育委員会教育長

調 査 員 市 川 金 丸 青森県考古学会会長 （考古学）

高 島 成 侑 八戸工業大学教授 （建築史）

佐 藤 仁 弘前市文化財審議委員 （歴史学）

山 口 義 伸 青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

赤 平 智 尚 青森県立柏木農業高等学校教諭 （考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

調査第四課 課 長 大湯 卓二

主 査 下山 信昭 （現、今別町立大川平小学校教諭）

主 事 山内 実

－ １ －
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第 １章 発掘調査の概要

２ 調査の方法

調査 開始 にあた って、道路建設用の中心杭 Ｎｏ．３４を基準点 とし、中心杭Ｎｏ．３４とＮｏ．３５を結ぶ基準線 を Ｒ

ライ ンとした。 中心杭Ｎｏ．３４で Ｒライ ンに直交す る基準線 を２０ライ ンと して ４ｍ四方の グ リッ ドを設定

した。各 グ リッ ド杭の呼称 は、中心杭Ｎｏ．３４（Ｒ―２０） を基点 と して、南東へ Ｑ， Ｐ， Ｏ……の順 に、

北西へ Ｓ， Ｔ， Ｕ……の順 にアル フ ァベ ッ ト文字 を付す ことと した。 また、南西へ２１、２２、２３、 ……

の順 に算用数字 を付 して、 アル フ ァベ ッ トと算用数字 との組み合 わせで示 した。具体 的には、 そのグ

リッ ドの北東隅の基準杭の表示に よるもの とした。 なお、 グ リッ ドのアル フ ァベ ッ トライ ンの基準線

は、磁北か ら４３度 東へ傾 いて いる。

測量原点 （ベ ンチマ ーク） は、遺跡近 くにあ る道路工 事用の仮 ベ ンチマ ーク （１０３．３９３ｍ）か らレ

ベル移 動を行 い、調 査区域 内に数箇所設定 した。

調査 にあた って は、遺跡の土層 の堆積状況を観察す るために適宜セ クシ ョンベル トを設 け、 グ リッ

ドごとに掘 り進 めてい った。

遺物 の取 り上 げは、 グ リッ ド単位 に層位 ごとに行 うこととした。

土層 の名 称は、基本層序 につ いて は表土か ら下位 に ローマ数字を、遺構 内堆積土 につ いては上位 か

ら下位 に算 用数字 を各 々付す ことに した。土層観察 にあたって は 『標準土色帖』を用 い注記 した。

写真撮影 は、適宜行 うことと し、 カラー リバーサル とモ ノクロームの ２種類の フィルムを使用す る

ことに した。

（下 山 信昭）

－ ３ －



轡（２）遺跡

３ 調査の経過

平成 ７年１０月 １１日 （水）、調 査器材を搬入 し、轡（２）遺跡の発掘調査 を開始 した。調査 は、道 路建設

用 のセ ンター杭 の ２本 を基準 とした中心軸線を設定 し、グ リッ ドの設定か ら始 めた。 これ と併行 して

調査 区内の上物 の撤去 を行 った。

グ リッ ドの設定後 、粗掘 りを開始 した。 また、土層観察 用に Ｏ―５３及 び Ｐ―４２グ リッ ドの ２ヶ所 を

約 １．５ｍ深掘 り した。

しか し、調 査 区全 体が農地造成 時 の削平 に よ り、遺構 が検出 されず、遺物 の出土 もきわめ て少 な

か ったため、１０月２０日 （金）には、調査終了 の 目途が立 った。

１０月２４日、調 査器材を当セ ンターへ搬 出 し、本遺跡の調査を無事終了 した。

（山内 実）

－ ４ －
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轡（２）遺跡

第 ２章 周辺の遺跡 と地質

１ 周辺の遺跡

本遺跡は岩木山北東麓に位置 し、小戸六溜池に注 ぐ浸食谷沿いに位置 している。

周囲には、多数の遺跡が確認 されている。遺跡の時代は、旧石器時代か ら中世以降に至るまでの各

時代 にわたっているが、その概要は、図 ３と表 １の如 くである。

また、 これ らの中で、考古学的な調査が行われ、報告書として刊行 されているものは、「岩木山」

（弘前市教育委員会 １９６８）、「砂沢遺跡発掘調査報告書」（弘前市教育委員会 １９９２）、「弘前の文化

財 ―砂沢遺跡―」（弘前の文化財 シリーズＮｏ．１５ 弘前市教育委員会 １９９２）、「大森勝山遺跡の環状列

石」（村越 潔 北奥古代文化第 ３号 １９７１）、「大森勝山遺跡」（村越 潔 日本の旧石器文化第 ２号

１９７５）、「弘前市砂沢遺跡出土の土版」（岡田康博 考古風土記第 ６巻 １９８２）、「弘前市清水森西遺

跡出土の続縄文土器」（工藤国雄 考古風土記第 ３巻 １９７８）、「大平（５）・草薙（１）・湯 ヶ森（２）遺跡」（青

森県教育委員会発掘調査報告書第１９９集 １９９６）などである。

なお、本遺跡は、昭和６３年度の県教育委員会 （教育庁文化課）による遺跡分布調査により新規に登

録 された遺跡である。当時、 この轡地区 （弘前市大字十面沢字轡）は、（１）～（８）遺跡が登録されたが、

現在は、轡（１２）遺跡まで追加登録されている。

（山内 実）

－ ６ －
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第 ２章 周辺の遺跡 と地質

２ 遺跡周辺の地形及び地質

青森県立板柳高等学校教諭 山 口 義 伸

轡（２）遺跡は岩木山北東麓の十面沢にあって、十面沢円頂丘群の中を蛇行 しなが ら北流 し台地縁辺部

に築造された小戸六溜池に注 ぐ浸食谷沿いに立地する。

この付近の主な水系としては鳴沢川、長前川、大石川などがある。北麓の鳴沢川はその最上流部が

岩木山の放射谷である大鳴沢 となり外輪山にあたる岩鬼山に源を発する。流域には標高６００ｍ付近を

扇頂部とする古期の山麓扇状地が展開 し、勾配は約１００／１０００とかなり急である。鳴沢川は古期扇状

地面のほぼ中央部を北流 し、また扇状地内に谷頭をもつ支流の湯舟川は鳴沢川西方を同 じく北流 し平

野部側の鯵 ヶ沢町湯舟付近で合流する。東麓寄 りの大石川は標高１，３００～１，４００ｍ付近に展開す る爆裂

火口跡に源を発する赤倉沢に連続する。大鳴沢流域と同様に、流域には標高４００～５００ｍ付近を扇頂部

とする古期扇状地が展開する。長前川は山頂北側に位置する扇ノ金目山に源を発 し、下流部に築造さ

れた小戸六溜池に注 ぐ。なお、長前川は大鳴沢流域及び東方の赤倉沢流域に展開する古期扇状地の接

合部付近を流れる。この他、山麓扇状地内を流れる数多 くの浸食谷があり、台地縁辺に築造された小

戸六溜池 ・廻堰大溜池 ・砂沢溜池などへ注 ぐ （図 ５）。

岩木山北東麓の十面沢及び十腰内付近は岩木火山の噴火史を知る上で特徴的な地形を有す る。一つ

は標高１４０～１５０ｍ以下の丘陵地内に伝次森山 ・御月山など直径５００ｍ以下の円錐形をなす小丘が点在

することである。図 ５に示 したように、主に大石川と長前川の谷間丘陵地にあって、「十面沢円頂丘

群」と呼ばれる小丘群は輝石安山岩質の火砕岩及び溶岩か らなり 「十腰内石」として採石されている。

おそらくは現岩木火山の噴火活動以前の、言わば先岩木火山の一連の活動と考えられる （鈴木，１９７２）。

ただ、 これらの小丘群は赤倉沢か ら流出 した泥流堆積物によって形成された泥流丘群 とする見解 もあ

る （一色 ・大沢，１９６７）。 もう一つは、この付近には水蒸気爆発により古岩木火山の山体崩壊で供給さ

れた岩屑なだれ堆積物が広 く堆積することである。図 ６に示 したように、この堆積物は安山岩質の岩

塊及び亜角礫～亜円礫 （一部は風化する）を多量に取 り込んだ塊状の粘土質 （砂質）凝灰岩であって、

十面沢円頂丘群の裾野部分を被覆 しまた標高１４０～１５０ｍ以下の起伏に富む谷間丘陵地を構成する。な

お、一部は中位段丘相当の山田野段丘上になだらかな小丘状の分布をなす。 この丘陵地をなす岩屑な

だれ堆積物は、湯ケ森（２）遺跡の稜線部付近、湯舟遺跡付近の丘陵地 （標高８８．０ｍ）及び長平北方の和

開 （標高１９０ｍ）などで中部火山灰層に直接覆われ、また夕日ヶ丘開拓では基盤の山田野層に不整合

に厚さ数～１０ｍに及ぶ岩屑雪崩堆積物が載 るのを確認 している。中位火山灰層は上半部が褐色粘土質

ロームか らなりローム直下には洞爺火山灰に比定される白色細粒軽石層が堆積する。下半部は黄褐色

ラピリ質軽石と暗緑灰色ロームの互層が ３～ ４枚のセットとなって堆積する。岩屑なだれ堆積物から

なる谷間丘陵地周縁の平野部側には山田野段丘が発達 し洞爺火山灰をのせる中部火山灰層上半部に覆

われる。

次に、岩木山南麓か ら大石川以南の東麓にかけては杉沢森 ・高長根山 ・黄金山などを連ねた弧状の

火山性丘陵地が展開する。この丘陵地は基盤岩を覆 う古岩木火山の火山噴出物によって構成 される。

火山体側の相対的な沈下によって形成され、火山体側の扇状地面から６０～８０ｍ程の比高を有 し断層崖

－ ９ －
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第２章 周辺の遺跡と地質

が認め られる （鈴木，１９７２）。十面沢及び十腰内付近にはこのような弧状の丘陵地は認め られない。 し

か し、標高１４０～１５０ｍ付近を境に火山体側には古期扇状地が展開 し、その外側には上述 した岩屑なだ

れ堆積物か らなる丘陵地が分布する。このことか ら判断 して、丘陵地内側には南麓か ら延びる環状断

層が存在するものと思われる。

ところで、岩木火山麓の南麓か ら東麓にかけては少なくとも新旧 ２枚の山麓扇状地が展開 し、主に

弧状丘陵地の火山体側に分布する。上述のように、古期の山麓扇状地は標高５００～６００ｍ付近を扇頂部

とし、標高１４０～１５０ｍ付近を扇端部とする円弧状の地形的な配置をなす。なお、古期の山麓扇状地の

一部は北麓の湯舟川西岸に位置する鯵 ヶ沢町長平 ・和開付近 と鳴沢川～鍋川間の大平野付近にもあっ

て丘陵地内を流れる鳴沢川流域沿いに分布する。鳴沢川の浸食により環状断層を乗 り越えて丘陵地へ

と舌状に張 り出 した ものと思われる。丘陵地内の分布は山麓部と違 ってきわめて平坦であって、現在

扇状地面は水田として土地利用され面内に谷頭をもつ小谷を堰 き止めた灌漑用の溜池が数多 く見られ

る。一方、新期の山麓扇状地は古期扇状地を浸食する放射谷流域や岩屑なだれ堆積物からなる丘陵地

を浸食す る小谷に小規模に発達する。新期扇状地及び後述の火砕流台地は上部火山灰層を載せている。

なお、大石川流域及び砂沢溜池に注ぐ小谷の流域内には小規模ながら谷底を埋積 した火砕流堆積物が

認め られる。 この堆積物は平野縁辺部に断片的に分布 し、火砕物中の炭化 した樹幹の年代測定では

３７，０００年以上の数値が得 られている （山口，１９９３）。

轡（２）遺跡は岩木山北東麓の十面沢南西方約 １ｋｍ地点に位置する。長前川東方を蛇行 しながら北流す

る浸食谷沿いに立地する。下流部の台地縁辺部には小戸六溜池が築造され、長前川とともにこれに注

いでいる。轡（２）遺跡の調査区域は標高約１１０～１１２ｍの岩屑なだれ堆積物からなる丘陵地に立地 し、周

辺には伝次森山 ・御月山など典型的な十面沢円頂丘群に相当する円錐丘が林立 していて多島海の様相

を呈 している。遺跡周辺は浸食により起伏に富む谷間丘陵地であるが、調査区域はちょうど平頂部に

あたりりんご園として土地利用されている。なお、十面沢集落はこの浸食谷による円錐丘の浸食 され

た裾野部分に点在 している。

次に、轡（２）遺跡の基本層序は調査区域のうちＯ―５３グリッド及びＰ―４２グリッドにおける土層区分

を基に記述する。図 ６には本遺跡周辺における土層の模式柱状図を、図 ７には調査区域内のセクショ

ンを表 したが、調査区域全体がりんご園造成のために削平され基本層序の第Ⅳ層上部まで撹乱を受け

ている。 このため、遺跡周辺における土層区分を補足 した上で本調査区域の基本層序を確立 した。

Ⅰ層 暗褐色土 １０ＹＲ３／４ 厚さ２０～３０ｃｍ。

耕作土である。粘性 ・湿性がややあり、かたさがあるが締まりにやや欠け全体的にソフ トな

感 じがする。耕作により下位の第Ⅳ層まで撹乱され混合土 となっている。ローム粒及び軽石

粒などの混入が多 くみ られる。

Ⅱ層 黒色腐植質土 １０ＹＲ２／１ 厚 さ１０～３０ｃｍ。

腐植質で粘性 ・湿性が十分である。

Ⅲ層 黒色粘質土 １０ＹＲ１．７／１ 厚 さ約１０ｃｍ。

粘性 ・湿性が十分である。ローム粒及び軽石粒などの混入が少なく、乾 くとソフ トな感 じが

する。

－ １１ －



轡（２）遺跡

Ⅳ層 暗褐色土 １０ＹＲ３／４ 厚 さ１０～３０ｃｍ。

漸移層で、粘性 ・湿性があり、かたく締まる。 ２層に細分され、下部のⅣｂ層ほどロームブ

ロック及び軽石粒の混入が多 く、明るい色調を呈する。

Ⅴ層 黄褐色ラピリ質軽石層 １０ＹＲ５／６ 厚さ３０～５０ｃｍ。

緻密堅固な細粒軽石層で、層相か ら２層に細分 される。上部のⅤａ層は、径 ５～３０ｍｍ大の軽

石粒が多量の混入 し、下部のⅤｂ層はラピリが目立つ。本層は上部火山灰層に相当し、低位

段丘面及び新期山麓扇状地を構成する火山灰層の指標 となる。

Ⅵ層 明黄褐色 ローム層 １０ＹＲ６／６ 厚さ１０～２０ｃｍ。

緻密堅固な粘土質 ローム層で、クラックの発達がみられ暗色帯の特徴を有する。

Ⅶ層 黄褐色 ローム層 １０ＹＲ５／４～１０ＹＲ５／８ 厚さ８０～１００ｃｍ。

緻密堅固な粘土質 ローム層である。下位には、褐色粘土質 ローム層 （７．５ＹＲ４／４～７．５ＹＲ４／６）

が１００ｃｍ以上堆積 し、 ローム層中には薄層の黄灰色粘土質ロームが波打つように ２～ ３枚堆

積す る。本層以下のローム層は中部火山灰層に相当する。中部火山灰層上半部は粘土質 ロー

ム層が主体でローム層直下には洞爺火山灰に比定 される白色細粒軽石層が薄 く堆積する。ま

た、下半部はラピリ質軽石層 と緑灰色ローム層 との互層が主体を成 している。洞爺火山灰層

より上位のローム層は中位段丘及び古期の山麓扇状地を構成 し、下半部の軽石層を含む中部

火山灰層全体を堆積す るのは岩屑雪崩による丘陵地である。

参考 ・引用文献

大沢　 １９６１ ５万分の １地質図幅 「弘前」（青森 ―第２８号）同説明書 地質調査所

一色直記 ・大沢　 １９６７ 岩木火山北東麓の泥流丘群 火山 Ｖｏｌ．２ Ｎｏ．１２―３

中川久夫 １９７２ 青森県の第四系 青森県の地質 第二部 青森県

鈴木隆介 １９７２ 岩木山の変位 地理学評論４５号

山口義伸 １９９３ 平川流域での十和田火山起源の浮石流凝灰岩について

年報 市史ひろさき Ｎｏ．２ 弘前市
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第 3 章  出土遺物

  本遺跡は、りんご畑の造成に伴い削平及び盛土が行われており、今回の調査区内において遺構は検

出されなかった。また、出土した遺物も少なく、土器は全て破片で9点、石器は不定形石器6点が出

土した。

1  土   器
  出土した土器は、破片で9点である。そのうち1～ 6は同一個体と考えられるので、別個体4個が

出土したことになる。しかし、断面が擦り減って丸みを帯びるほど磨耗が激しい資料ばかりである。

これらは、縄文時代晩期～弥生時代の土器片と思われる。

   1～ 6 は、同一個体と思われ、 1は口縁部、それ以外は全て胴部破片である。口縁は外反し、口唇

部には刻みを施し、口頚部下半から山形状に幅 3 mm程の沈線を施している。焼成は良好で、堆土には

砂粒の混入が目立つ。

   7は、胴部破片で、縄文を施している。磨耗のため、縄文の撚り方向などは不明である。外面にす

すが付着している。焼成は良好で、堆土には砂粒の混入が目立つ。出土土器の中では比較的厚い。

   8は、波状口縁と思われる口縁部で、直径 8 mm・深さ 3 mm程の貫通しかけたような穴が認められる。

口唇部には、縄文の圧痕を施しているようだ。

   9 は、胴部破片で、縄文を施している。焼成は良好で、堆土には砂粒の混入が目立つ。弥生時代の

土器片と思われる。                                                            （山内  実）
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 2  石   器

  6点の出土で、すべて剥片素材の不定形石器である。出土地点は、1点を除いてＱ－17グリッドに

集中している。

1　縦長剥片の片側縁に、連続した微細剥離が認められる。先端部が欠損しており、この折損部から

　 2 mm程上部に亀裂が認められることから、錐的な使用をした可能性が考えられる。

2   縦長剥片の両側縁に、片面から連続した剥離を加え、尖頭部を作出していることから石錐または

  石鏃の可能性が考えられる。背面には欠損の痕跡が認められないが、器端（バルブ）部が破損して

  いることから未製品または欠損品とも考えられる。

3  縦長剥片を素材とし、片側縁に連続した刃部調整が認められ、磨滅が認められる。他側縁には長

  い微細剥離が認められる。

4  横型剥片の一部に連続した剥離がなされており、この縁辺に油脂光沢が認められる。

5   縦長剥片に横位からの剥離が認められる。フレークコアまたは欠損品と考えられる。

6  薄い剥片に剥離痕が数方向から認められるが、大きな破損面のあることから、整形途中の破損破

  片と考えられる。

  これらの石質素材はすべて珪質頁岩である。

  このほかに剥片及び礫が数点出土したが、使用痕跡は認められなかった。

                                                                           （白鳥  文雄）
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第 ４章 まとめ

第 ４章 ま と め

本遺跡は、弘前市の北方にある標高約４０ｍの岩木山麓の扇状地上に位置 している。

本遺跡は、昭和６３年度の県教育委員会 （教育庁文化課）による遺跡分布調査により新規に登録 され

た遺跡である。当時、この轡地区 （弘前市大字十面沢字轡）は、（１）～（８）遺跡が登録されたが、現在は、

轡（１２）遺跡まで追加登録されている。

今回の発掘調査は、主要地方道弘前 ・鯵 ヶ沢線の十面沢か ら岩木山環状線に至る農道整備事業 （拡

張工事）に伴 うもので、調査期間 ２週間であった。

本遺跡の周辺には、約 ４ｋｍ東に砂沢遺跡、約 ３ｋｍ南南東に大森勝山遺跡、約１．８ｋｍ北西に十腰内遺

跡などが位置する。（図 ２参照）

調査区は、農業用道路の両脇 １～ ２ｍ幅で約３．２ｋｍに及ぶ範囲であった。

調査の結果、調査区域内はりんご園造成による削平と農道建設工事による撹乱を受けてお り、遺構

等は全 く検出されなか った。遺物は、縄文土器片 （主に晩期） ９個 と不定形石器 ６点が出土 した。

本遺跡は、農地整備による削平を受けたため、遺構等は残っていないようである。また、遺物は縄

文時代の土器片等が出土 したが、磨耗が激 しいことか ら、周辺か ら流れ込んできた可能性も考え られ

る。

（山内 実）

＿１７
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